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当該年度

補助金の終期

【補助対象経費、補助金額の算定方法・考え方】
対象施設：既存の小規模多機能型居宅介護，認知症高齢者グループホーム
対象経費，補助金額
・スプリンクラー設備：1㎡あたり9千円（特定施設水道連結型スプリンクラーの設置
が困難である場合17千円/㎡）
・パッケージ型消火ポンプユニット：1施設あたり2,250千円（スプリンクラー設備等を
設置するにあたり，水道口径や水圧が不十分である場合等）
・自動火災報知設備：1施設あたり1,000千円
・消防機関へ通報する火災報知設備：1施設あたり300千円
ただし，いずれも対象経費の実支出額が補助金額を下回る場合，実支出額が補
助金額の上限となる。

補助金交付
による効果

スプリンクラー等未整備事業所の防火安全対策の強化が図られ，利用者や介護職員
等関係者の安全・安心を確保することができる。

前々々年度交付状況等
【上段：交付件数】

【下段：決算】
（※１）

前年度

（間接補助の場合）
間接補助とする理由
及び再交付先への配

分基準、審査基準

 【間接補助の理由、再交付の配分基準・審査基準】

平成28

補助金の目的
及び

補助対象事業

延長回数 0

前年度補助事業
の主な実施概要

小規模多機能型居宅介護　1施設
認知症高齢者グループホーム　3施設　に対する整備費補助。

回

終期を延長する
理由

       補助金調書

交　付　先

（公募の場合）
応募要件

２月～３月頃（時期は年により変動する）

（非公募の場合）
非公募の理由

団体

スプリンクラー設備等が未設置の事業所で，延床面積等の要件を満たしていること。

民間社会福祉法人等 区分

保健福祉局　高齢社会部
高齢者サービス支援課
（ＴＥＬ　092-711-4257）

介護サービス事業者等の防火安全対策の強化を図り，利用者や介護職員等関係者の
安全・安心を確保するため，既存事業所のスプリンクラー設備，自動火災報知装置，消
防機関へ通報する火災報知設備の整備に対し助成を行う。

担当課
（連絡先）

補助金名 老人保健福祉施設整備費補助金（スプリンクラー

（公募の場合）
公募時期

整備費に対する補助金

交付先決定方法 公募

123,873

0

交付対象経費及び
補助金の算定方法等

前々年度

補助開始年度

4

定額

年度

※１：金額総額であり、複数の団体等に交付している場合、個々の団体等への交付額等を示すものではありま
せん。なお、当該年度は当初予算額を記載しております。また、前年度決算額について、補助額の確定が未了
のものは、交付件数および交付決定額を外数として（）書きで記載しております。
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15,819
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経過年数
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